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の子育てを」を合言葉に各地区・職場単位の班が

月400円の会費を集金し、コンサートや人形劇、

舞台劇、親子映画会、子どもまつりなどを含め年

間６回の例会を開催することができました。ある

コンサートでおばあさんに背負われた幼児が、リ

ズムにあわせて背中で踊りだした光景は、音楽の

持つ力を目の当たりに見て忘れることができず、

今でも活動の源となっているのです。

　今私たちが運営を受託しているタントクルセン

ターは、子育て支援、ファミリーサポート、遊び

場の機能をもつ施設として市内外からも高く評価

されています。施設のユニークさに加え、それを

生かし切っている私たちスタッフの力量について

は異論のないところでしょう。だからこそと思う

のは、あの三十数年前、「子育てに文化の力を」

とそそいだ情熱をこのタントクルセンターで再現

出来たらさらなる魅力が加わり、名実ともに「子

どもの殿堂」になるのではということです。夢に

終わらせたくない初夢です。

　一昨年12月、東根親子劇場の例会に３才になっ

た孫をつれて参加しました。発足以来通算123回

になるこの例会が孫にとってはじめてのそして最

後の例会でした。

　東根親子劇場が発足したのは昭和50年、いまか

ら37年も前のことになります。「子どもに生の舞

台を」、「舞台芸術を通して子育てを」と福岡市

から始まった親子劇場運動が全国に広まり、山形

県では米沢から13号線沿いにのきなみ設立され、

小学校区単位に設立された福岡市は都市部のモデ

ルとされ、全市につくられた山形県は全国から注

目され農村部のモデルとされました。

　東根での設立のきっかけは人形劇団プーク「12

の月のたき火」の公演でした。温泉の厚生会館を

満員にし、「お子様ランチ」と思っていた付き添

いの親がまず感動し、そのショックが力になり会

員制の劇場をつくるきっかけになったのでした。

　発足時の会員は400名を超え、当時の那須市長

にも会員として協力していただき、「地域ぐるみ

「東根親子劇場」発足のころ

12月８日（土）打楽器ユニットのアンサンブ
ル・レネットを大阪からお招きしてクリスマ
スコンサートを開催しました。事業収益の還
元事業として取り組んだものです。

音楽音楽音楽音楽のおくりものおくりものおくりものおくりも
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　「あ～楽しかった！来年もある？またしたい！」ふろしき

マーケットが終了した直後の子どもの声です。出店の申し込

みもあっという間に定員に達し、キャンセル待ちもでるほど

の人気となりました。当日も開店前に並んで待つ方もおり、

人が途切れることなく多くの方でにぎわいました。お店を出

した子どもたちの目はキラキラと輝き、はじめ恥ずかしがっ

ていた子も後半は大きな声をだして、汗をかきながらお客さ

んに接していました。リユースを通してたくさんの人と人と

がつながったふろしきマーケットでした。（奥山美和）

けやきdeフェスタ
　今年のけやきホールでは午前中は「こどもシアター」を

開放し、こどもたちに大人気のアニメ映画を2つ上映しまし

た。特別につくった入場券と映画館のような音響や照明、

こどもたちはすっかり映画に入り込んでいました。午後か

らは東根市のイメージキャラクター「タントくん」の「さ

がせシリーズ」を開催しました。正解した人はシールがも

らえるとあって、こどもたちは、夢中でいろいろ変装した

タントくんの絵を探していました。最後は「東北文教大コ

ーラス部」のみなさんの合唱を鑑賞し、楽しい一日が終わ

りました。（本間　義章）

　私達は「楽楽クラブ」という活動をしています。

この活動はクリエイトひがしねの主な目的である子

育て支援を側面から支え、家族の元気、活力、生き

がいをつくり、昔遊びや地域力を高めるための自主

活動です。自分たちも楽しみ明るくいきいきと過ご

すために、やりたいことを話し合い、情報交換しな

がら一年間の計画を立てます。会員のアイデアや意

欲を引き出しながら、しっかりと活動するために、

フェスティバルに参加して 菅 野 ちづ子楽楽クラブ

発表の場のひとつとしてフェスティバルに３年続

けて出演させていただきました。この出演が一般

の方の目にとまり、出演要請の問い合わせがあっ

たことも市民への認知と広がりが感じられ嬉しい

ことでした。今、来年度の活動計画を立てていま

す。花見や笹巻作り、漬物作り、歌、手話、踊り

などジャンルは多岐にわたります。来年度も出演

を楽しみに活動を続けたいと思います。

　タントクルセンターに遊びに来る元気な子どもグルー

プのステージ発表です。ふれあいプラザで10時から２時

間開催されました。出演者はドリームスターズ８、なか

よしふたりぐみ、ＭＲＳ48、東北文教大学コーラス部21

名の皆さん、そしてかわいい三人娘から２曲披露してい

ただき、子どもたちのかわいい歌とおどりにおもわず笑

顔になったステージでした。また、大塚製薬の販売促進

協賛もありお客さんもたくさんの商品をいただき、ステ

ージと観客席が一体となったとてもにぎやかでみんなが

元気になったステージ発表でした。（深瀬豊春）

11月11日（日）「生涯学習フェスティバル2012」がタントクルセンターを会場に開催さ

れました。クリエイトひがしねでは今年も多彩な企画で参加しました。その模様をレポ

ートしました。

うたっておどって
ショータイム

ふろしきマーケット



　昨年６月から、けやきホールスタッフ６人（深瀬・榊

・後藤・佐々木・松田・結城）で、「けやきホールだか

らこそできるオリジナル鬼あそびの提案」という研究に

とりくんできました。けやきホールで遊ぶ親子・子ども

達への聞き取りや一緒に遊んだりと何度も試行錯誤を重

ね、６つのけやきホールオリジナル鬼あそびを提案しま

した。歓声を上げ汗だくになりながら鬼ごっこで遊ぶ姿

を見るたびに研究をやりとげた充実感がわいてきます。

けやきホールに鬼ごっこをしに来ませんか。空間と仲間

が待っています。（結城栄子）

まっちゃみるく講座自主
事業

組織強化事業 秋田・横手研修

　自分たちで作ったお茶碗でお茶を飲もうという

全２回講座です。１回目は９月３０日、猪野沢焼

の方を講師に招き、抹茶茶碗作りを行いました。

参加者は９組でした。親子でそれぞれ楽しく茶碗

を作りました。焼きあがるのがみんな楽しみで、

焼きあがった茶碗を早速家でも使ってくれている

ようです。次回は１月１２日、今度は作った茶碗

でお抹茶を頂く予定です。（石山千晶）

　10月10日、横手市の交流センターわいわいぷらざを視

察研修しました。この施設は2011年４月に完成した子育

て支援や市民活動、健康づくりなどの機能をもつ多機能

複合施設で、タントクルセンターを参考に設計したとい

うことでした。印象的だったのは、子育てに関わる設備

は、洗面所、便器、テーブルなどすべて子どものサイズ

にあわせてあること、秋田大学のサテライト機能やフィ

ットネス設備もあり、市民が気軽に利用出来る配慮が各

所に感じられたことでした。（村田民雄）
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　　　　　　　　　　　　このたび平成25年4月からはじ

　　　　　　　　　　　まる「東根市子どもの遊び場」

　　　　　　　　　　　指定管理者として認定されまし

た。現在、5月5日のグランドオープンにむけ、準備を進

めているところです。まずはじめに、遊び場の「顔」に

なるプレイリーダーを公募しています。“プレイリーダ

ー”は子どもの遊びを活性化させ、遊びの重要性を子ど

もの視点から社会にメッセージしていくという、子ども

の遊び場運営には欠かせない担い手です。子どもの遊び

相手だけでなく、遊びを通じて子どもと、社会と、真正

面から向き合うことが求められるプレイリーダーは、そ

こに就くひとりひとりがその人なりの息吹を吹き込みつ

くりあげていく職業なのです。そのプレイリーダーと共

に遊び場運営を支えてくださる地域住民の皆さんからも

“協力隊”（お世話焼き隊）として参画いただけるよう

広く呼びかけていきます。この遊び場が子どもたちだけ

でなく私たちも地域との関わりがより広がる場となるこ

とを期待します。（村山）

★12月８日のクリスマスコンサートの
日に雪が降り、大阪からはるばるやっ
てきたアンサンブル・レネットの皆さ
んは嬉しさ半分帰りの心配半分という
ところでした。早すぎる雪はその後も
寒波の襲来で全国的に雪を降らせ今年
も引き続き厳しい冬を予感させます。

★年齢と共に１年の感覚的な長さが短
くなります。ところで子どもから「１
年早かったね」なんて言う言葉を聞い
たことがありません。そう、大人と子
どもでは時間の感覚が別なんです。大
人には日々の繰り返しの通過点にすぎ
ない正月も子どもにとっては成長を確
認する一里塚です。「子ども目線」と
はそういうことを認識しながら子ども
と接することかもしれません。（Ｍ）

横 尾 永 孝

⑥

齋　藤 千 里

奥 山 奥 子 石 山 千 晶

　　　　　　　総合受付を担当していつの間に

　　　　　　か７年になります。窓口で多くの

　　　　　　お客様をお迎えし、様々な施設利

　　　　　　用に関わりながら日々一喜一憂し

　　　　　　ています。かわいいお子さんの笑

顔とお客様からの「ありがとう」の声にパワー

をいただいております。超アナログで羽入弁全

開の私ですが、自分の名前がある「千里の道も

一歩から」「ちりも積もれば山となる」をモッ

トーとし、喜んでいただける仕事ができたらと

思っています。よろしくお願いいたします。

・・

　　　　　　　現在、子育て支援センターとフ

　　　　　　ァミ・サポを担当しています。誰

　　　　　　も知らない土地にお嫁にきて早10

　　　　　　年が過ぎました。初めは友達もい

　　　　　　なくて不安でしたが、今ではすっ

かり（？）山形に慣れました。その時感じた不

安な気持ちなどを子育て支援の業務に活かせれ

ばと思いながら仕事をしてきました。私も子育

て真っ最中。まだまだだけれど、遊戯室に来る

お母さん達の背中をそっとおせるスタッフにな

れるようがんばっています。　　　

　　　　　　　クリエイひがしねには創立当初

　　　　　　からお世話になっています。最近

　　　　　　の主な活動は楽楽クラブです。回

　　　　　　を重ねるごとに新メンバーが加わ

　　　　　　り、現在30人になりました。生き

がい・健康づくりを中心にした内容ですが、最

近では、第３日曜日「だがしや楽校」で、企画

員と共に昔あそびの担い手として活動していま

す。地元神町では、婦人会・よさこい華神桜舞

の活動で東奔西走。これからも幅広く、そして

楽しく活動していきたいです。　　　　　

　　　　　　　自分には理解不能だったＮＰＯ

　　　　　　の文字が話題になっている時期、

　　　　　　設立時から芸術文化部会員として

　　　　　　参加させていただきました。大ホ

　　　　　　ールでのタントクル市民映画会で

の思い出が蘇ります。入場券の売れ行き状況や

採算面での心配は神経を圧迫したものです。反

面、「おくりびと」では前売り券が飛ぶように

売れ、上映回数を２回も追加するうれしい誤算

もありました。他市にすむ友人から東根の活動

の素晴らしさをよく言われます。その評価を自

覚しながらこれからも頑張っていきます。

編 集 後 記


